



































紀要』第 103 号、1995 年 9 月）、松田かの子「官話教科書『華語萃編』の成立に関する一
考察」（『藝文研究』第 88 号、2001 年 6 月）、紅粉芳恵「『華語萃編』に関する研究ノ





































週あたりの中国語の授業回数をまとめたものが表 1 である。表中の 1908 年（明治 41）時
に 4 年生がないのは秋入学３年制であったためである。専門学校令の適用をうけた 1921





? 二つをくらべると 1908 年より 1921 年の方が文章語の授業が増えているが、これには学
表??商務科中国語授業数（数字は一週あたりの授業回数）?
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? 東亜同文書院系の文章語テキストのうち 6 種につい
て関与したり、作成したりしているのが青木喬である。







1896 年（明治 29）10 月同府製薬所通訳事務嘱託（奏
任待遇）兼民政局事務嘱託、1901 年 6 月同府専売局翻
訳官（高等官七等）、同年 9 月叙従七位、1902 年（明
治 35）1 月叙勲六等瑞宝章、1903 年（明治 36）4 月高
等官六等、叙正七位。日露戦争では満洲軍政委員附属
通訳官となり 1904 年（明治 37）7 月安東県軍政署交渉
科長、木材処理主任、政務調査委員、民事訴訟処理委
員を兼務し、1905 年（明治 38）7 月遼陽兵站司令部附となり叙勲五等双光旭日章。同年宏
文学院支那学生監督、1908 年（明治 41）1 月東亜同文書院教授となり 1928 年（昭和 3）3
月までつとめた。1933 年（昭和 8）6 月満洲国政府に招聘され 1941 年（昭和 16）当時満洲
国国務院総務庁嘱託兼同院法制局嘱託（薦任三等）、1937 年（昭和 12）5 月同国より叙勲
五位(3)。このように彼は台湾や中国東北地方で豊富な実務経験をもった人物で、東亜同文
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通告」等）、「第 21 章判決例」、「第 22 章附錄」（上
諭や奏摺等）「第 1 章電報欄公電」（「馮代理大總統電」
等）といった公文書や電報、「廣告欄」、「第 18 章條單
欄」（領収書や説明書）、「第 19 章契據欄」（契約書等）、「第 20 章約票券書欄」（規
約文や小切手、手形等）、「第 1 章電報欄私電」といった私文書のほか、新聞や雑誌から
とった「第 2 章時事欄」（「敎實兩庁庁長發表之奇景」等）、「第 3 章社會欄」、「第 4





















何も書き込まれていないことから 1920 年（大正 9）9
月から 1923（大正 12）年 6 月 4 日まで青木指導のもと
で使われていたことがわかる。岡村旧蔵『現代支那尺牘教科書』（初版）本文冒頭には「大
正十年第二学年二学期より」、「第 4 章普通書翰文第 5 節詢訪類」（163 頁）に「以上三
年一学期次ハ第五章ヨリ」、「第 5 章商業通信文」（333 頁）冒頭に「第三学年第二学期」
と書き込まれていることから 1921 年（大正 10）2 月から本書使用の授業がはじまり 3 年生
でも用いていたことがわかる(9)。これによれば表 1 の 1908 年当時と違い岡村たち第 20 期
生は 1 年生から『支那時文類編』を用いた文章語の授業






心得）」、「第 2 章書翰ノ種類」、「第 3 章起結通套並
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牘教科書』（1924 年版）では「第 4 章普通尺牘」と改
め、さらに中国人学生と日本人学生の交流を考えて「第










? 本文自体にも手が加えられており、宛名や差出人の署名の書式を説明する「第 1 章寫信
須知」は「第一節尺牘須知」、「第二節封面式（即チ封筒ノ書方）」、「第三節上欵（即
チ書翰內部ノ宛名ノ書方）」、「第四節下欵（具名即チ發信者ノ署名）」の 4 節構成全 51
頁となっている。『現代支那尺牘教科書』（初版）の同内容の部分「第 1 章寫信須知（書
翰書方ノ心得）」全 38 頁を上回るボリュームである。その第一節部分「尺牘須知」は全
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? ? ? ? 支那上海東亞同文書院内 
編 纂 者? 青 木 喬 
? ? ? ? 支那上海 
發 行 者? 東亞同文書院 
右代表者? 岡 山 巳 吉 
? ? ? ? 上海海寗路十四號 
印 刷 者? 蘆 澤 民 治 
? ? ? ? 上海海寗路十四號 
印 刷 所? 蘆澤印刷 所 
? ? ? ? 支那上海 




















上平声? 一東? 二冬? 三江? 四支? 五微? 六魚? 七虞? 八齊? 九佳? 十灰? 十一眞?
十二文? 十三元? 十四寒? 十五刪 
下平声? 一先? 二蕭? 三肴? 四豪? 五歌? 六麻? 七陽? 八庚? 九青? 十蒸? 十一尤?
十二侵? 十三覃? 十四塩? 十五咸 
上 声? 一董? 二腫? 三講? 四紙? 五尾? 六語? 七広? 八萕? 九蟹? 十賄? 十一軫?
十二吻? 十三阮? 十四旱? 十五潜? 十六銃? 十七條? 十八巧? 十九皓? 二
十哿? 二十一馬? 二十二養? 二十三梗? 二十四迥? 二十五有? 二十六寝?
二十七感? 二十八倹? 二十九豏 
去 声? 一送? 二宋? 三絳? 四寘? 五未? 六御? 七遇? 八霽? 九泰? 十卦? 十一態?
十二震? 十三問? 十四願? 十五翰? 十六諫? 十七霰? 十八嘯? 十九効? 二
十号? 二十一個? 二十二禡? 二十三漾? 二十四敬? 二十五徑? 二十六宥?
二十七沁? 二十八勘? 二十九豔? 三十陷 
入 声? 一屋? 二沃? 三解? 四質? 五物? 六月? 七曷? 八黠? 九屑? 十藥? 十一陌?






一月（子）? 二月（丑）? 三月（寅）? 四月（卯）? 五月（辰）? 六月（巳） 
七月（午）? 八月（未）? 九月（申）? 十月（酉）? 十一月（戌）? 十二月（亥） 
又時刻ノ代リニ用ヰルモノハ左ノ如シ 
子刻午後十一時至午前一時 丑刻午前一時至三時 
寅 刻 午 前 三 時 至 五 時 卯刻午前五時至七時 
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 辰 刻 午 前 七 時 至 九 時 巳刻午前九時至十一時 
午刻午前十一時至午後一時 未刻午後一時至三時 
申 刻 午 後 三 時 至 五 時 酉刻午後五時至七時 
戌 刻 午 後 七 時 至 九 時 亥刻午後九時至十一時 















































? 清水は 1893 年（明治 26）栃木県生まれ、第 12 期生
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? 清水は 1893 年（明治 26）栃木県生まれ、第 12 期生
















































昭和八年二月二 十 日印 刷 
昭和八年二月二十五日發 行 
昭和十一年三月二十五日改訂再版 
昭和十四年四月? 十? 日三版發行 
定價金五拾錢 
著 作 者? 上海東亞同文書院華語硏究會 
右 代 表? 福 田 勝 藏 
? ? ? ? ? 上海東亞同文書院支那研究部 
發 行 者? 秀 島 達 雄 
? ? ? ? ? 上海海甯路三〇〇號 
印 刷 社? 蘆 澤 多 美 次 
? ? ? ? ? 上海海甯路三〇〇號 
印 刷 所? 蘆 澤 印 刷 所 
? ? ? ? ? ? 上海海格路一九五四號 









































き込みである。図 15 本文 3 行目「密」と 4 行目「廉」には声
調をあらわす圏点がつけられている。これは戦前の中国語テ
キストでは一般的な声調の表記方法であり、点を文字の左下
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昭 和 九 年 三 月 三 十 日 印 刷 





著 作 者? 上海東亞同文書院華語
硏究會 
右代表者?
福 田 勝 藏 
? ? ? ? 東亞同文書院支那硏究部 
發 行 者 ?
福 崎 峰 太 郎 
? ? ? ? 上海北四川路餘慶坊六十四號 
印 刷 人 ?
佐 藤 完 太 朗 
? ? ? ? 上海北四川路餘慶坊六十四號 
印 刷 所 ?
福 興 印 刷 所 
? ? ? ? 上海海格路一九五四號 
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ら 1945 年（昭和 20）まで上海にあっ
た東亜同文書院の歴史の中で彼は







































? 本稿は JSPS 科研費基盤研究（C）26370747 助成による研究成果の一部である。 
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? 本稿は JSPS 科研費基盤研究（C）26370747 助成による研究成果の一部である。 
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? 本稿は幕末期に幕府によって上海へ「千歳丸」で派遣された日本人 51 人、外国人 16 人、
計 67 人のうち、幕府の役人の従者として各藩から選ばれた 8 人の青年武士たちが、上海で
どのように行動し、上海をどのように認識したかについて、彼らが記録した日記を手掛かり
にして明らかにしようとする作業の一環である。 
? 日本人 51 人のうち約半数は水夫や賄い方たちであり、残る半数が江戸および長崎の役人
と江戸役人に従う形の 20 代を中心にした 8 人の従者、および長崎の商人や通訳、記録掛な
どである。まさに長年の幕府による鎖国的状況を、幕府自らが打ち破る初めての実験的な海
外派遣船であった。その狙いは清国との貿易の打診であり、実際の貿易実験の試みにあった。
長崎の商人の参加は貿易そのものの狙いを意図したものであり、また、役人たちはその実際
を観察し、その可能性を探る意図があった。そして若い従者たちには、その目で海外、とり
わけ欧米が進出し、しかもおりしも長毛賊（太平天国軍）が上海を取り巻いて攻める厳しい
状況をその目で確認させ、日本の今後を思案させようとする狙いがあったものと思われる。
実際、役人たちが上海道台やこの派遣船の世話をしてくれたオランダ、さらにはイギリス、
フランス、ロシアなどとの交流を中心に進める中、従者の若者たちは上陸や帰国準備作業な
どを除けば、かなり自由な行動が許されていたように見える。 
? しかし、上海の衛生状況は劣悪で、とくに汚染された黄浦江の水を飲んだ一行は、半数が
コレラや赤痢などで倒れ、上陸さえできなかったし、水夫のうち 2 人は到着後数日で亡く
なり、その後もう 1 人も亡くなっている。滞在中に、塵芥だけでなく、動物さらには人の死
体も捨てられ、人の糞尿までが捨てられるこの黄浦江の状況を知り、一行は驚いている。 
? 前稿では、そのような若者の従者のうち納富久次郎（佐賀藩）と日比野輝寛（美濃国高須
藩）の二人の日記を取り上げ、この二人の上海での行動と上海像の認識について検討した(1)。
この派遣団の全体像についてはこの前稿で触れてあり、詳しくはそれを参照いただきたい。?
ところでこの二人とも腹痛と下痢に倒れ、とくに 18 歳と最年少の納富は町歩きの途中で倒
れた後は、町へ出られず、ずっと室内で過ごさざるを得なかった。しかし、室内へ多くの来
客を招き、筆談で上海情報を得、また新聞や中牟田からの必要な情報を得るなど、18 歳と
は思えないほどの力量を発揮した。一方、日比野は体調を戻しながら、町のなかを歩き、多
くの人に会い、事物を観察し、また日比野を慕う来訪者も多く、面接者は延べ 100 人を超
えた。小藩の出身ながら、これまたすぐれた力量を発揮し、幕末期における各藩の若い武士
たちがかなり有能に教育されていたことがうかがわれた。 
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